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城陽の緑と文化財を守る会 

上七軒・歌舞練場にて「城陽おかげ踊りを広める会」公演観覧記 

                                    中束 育代 

 去る２月２８日（土）。この日は上七軒の歌舞練場にて「城陽おかげ踊りを広める会」の発表が

あった。あっという間にチケットが完売して手に入らなかったと何人かに聞いたのだが、有り難

い事にお誘いいただいたのだ。格式の高い所なので、ドレスコードが有るのかと1人大騒ぎした

が、ついに当日に。 

 新・民俗芸能大会「京のかがやき」と題して、先

人から受け継いできた京都各地の民俗芸能を「文化

と心を未来へ向け光と音の演出を組み合わせた本

公演でしか見られない演出で、未知なる可能性を引

き出します」という様な事らしい。時間の関係上、

見所を凝縮したもので、昨年のおかげ踊りの奉納の

時に演出家の先生が来ておられたと思う。楽しみだ。

主催者のご挨拶に続き案内人として、京都府出身ロ

ックバンド「１０―ＦＥＥＴ」のベースボーカルの   

上七軒の歌舞練場の入り口付近     ＮＡＯＫＩさん（京都大作戦主宰）、「ヤバイＴシャ

ツ屋さん」のギターボーカルこやまたくやさんが出演団体の紹介やインタビューをしてくれた。

確か京都の観光大使だったかな？公演は１４時３０分から１７時２５分までで、５団体。おかげ

踊りは２番目で、その後休憩が入る。会場に入り席に着いた頃、桟敷席？に歴民の館長方を見か

けた。 

公演は、「おかげ踊り」と「伊勢音頭」の２曲 

 城陽おかげ踊りを広める会の公演は、「おかげ踊り」と「伊勢音頭」の２曲と聞いたので、間が

もつのかな？と言うのが正直なところだった。 

昨年入会した会員さんが出演出来ず客席に来ていると言っていたが、総勢２２名？舞台の広さ

からすると、全員とはいかないのか。花道後ろの小部屋で、お囃子の小学生くらいの着物を着た

男の子が鉦を叩いていた。ＬＥＤを使った演出として、演者後ろの蛍光灯っぽい照明が、「ええ

じゃないか」に合わせて左右に振れて踊っていたり、花道にも光が波打つ演出が。2曲を披露し

た後、工藤会長とのインタビューでは「おかげ踊りは民衆の踊り。１人ではなく皆で踊るもの。 

今の人にも馴染める様、少し変えている。」的な話しに、案内人「東京音頭・おかげ音頭・平成 
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さんさんフェスタ ２月１５日・文パル／史跡 平川廃寺跡 ～謎多き古代寺院 その姿に迫る
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